
 

 

 

 

１ ねらい 

東日本大震災をはじめ、続発する多様な災害を踏まえ、これらに相当する災害の発生に備える

ため、県地域防災計画の見直しを行い、防災対策の充実を図る。 

 

２ 地域防災計画修正の視点 

 （１）共通事項 

   ①災害対策基本法改正（H25.6）を踏まえた見直し 

    ・大規模広域な災害に対する即応力の強化等 

      応急措置を代行する仕組みの創設や災害緊急事態の布告時の対応等 

    ・住民等の円滑かつ安全な避難の確保 

      緊急一時避難場所の指定や避難行動要支援者名簿の作成等 

    ・被災者保護対策の改善 

      避難所の指定、罹災証明書の迅速な交付、被災者台帳の作成等 

   ②防災基本計画修正（H26.1）を踏まえた見直し 

     災害対策基本法の改正内容を踏まえた見直し内容について反映 

 

 （２）南海トラフ地震対策 

   ①津波シミュレーションおよび被害想定 

     平成 24～25 年度に実施した南海トラフ巨大地震の津波浸水想定および津波被害想定結

果を踏まえ、震度分布、市町別の被害数（死者・負傷者数等の人的被害、全半壊棟数等の

物的被害）などの新たな被害想定に基づき見直しを行う。 

   ②南海トラフ地震・津波対策アクションプログラムの反映 

     今年度作成予定の南海トラフ地震・津波対策アクションプログラムの内容を踏まえ、減

災目標等を地域防災計画に反映 

   ③南海トラフ特措法施行に伴う見直し 

     南海トラフ特措法の施行に伴い作成された国の南海トラフ地震防災対策推進基本計画に

基づく、南海トラフ地震防災対策推進計画（県地域防災計画 地震災害対策計画第６編）

の作成（改訂） 

 

３ 修正対象とする地域防災計画 

   地震災害対策計画、風水害等対策計画、大規模事故等対策計画、海上災害対策計画 

兵庫県地域防災計画の修正方針（案） 
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